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インド洋と太平洋の複合効果に伴う季節的な降水・台風の変調
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　20 世紀末から 21 世紀の初頭にかけての十数年間、世界的な平均地上気温の上昇はほぼ横 ばいで、地球温

暖化の停滞期と呼ばれている。この期間の海面水温はインド洋における継続 した暖水偏差と太平洋の

ラ・ニーニャ的な海面水温(SST)パターンによって特徴付けられ る。この期間の東アジアにおける夏期降水量

は減少傾向が続いていた。インド洋の暖水偏差 はフィリピン東方海上の高気圧性偏差の強化を介して、⻄太平

洋上の対流活動を抑制する (インド洋の遠隔影響;[1])。インド洋と太平洋の SST を変えた感度実験により、⻄

太平 洋上の対流活動は、ラニーニャに関係したローカルな暖水によって強化される一方、インド 洋からの遠

隔影響によって抑制されていることが確かめられた[2]。それらの比率は2:1 の割合であるため、結果として⻄

太平洋上の対流強化とそれに起因する P-J 強制の発現が 見られ、このことが前述の東アジアでの負の降水偏差

の原因であると結論づけられる。 

 

　講演では、エルニーニョ現象とそれに連動して生じるインド洋の海面水温変動に対する 熱帯低気圧活動につ

いて、主にエルニーニョの衰退期に着目して調べた結果も紹介する[3]。 解析には、地球温暖化対策に資するア

ンサンブル気候予測データベース(d4PDF)による高 解像度の大気大循環モデルを用いた 100 アンサンブル過

去実験(1951〜2010 年)を用い た。エルニーニョは冬季に極大を迎え、引続く夏にかけて徐々に減衰する

が、⻄太平洋上に おける熱帯低気圧の発生頻度は秋まで少ない傾向が持続していた。インド洋ではエルニー

ニョに遅れて暖水偏差が出現し、これに伴う大気のテレコネクションを介して⻄太平洋上 では高気圧性循環が

強化されることが確認され、このことがエルニーニョの消滅後の TC 活 動の抑制と密接に関係していることが

示唆された。一方、南シナ海におけるエルニーニョ終 息後の 9〜11 月の台風発生数は増加傾向を示してい

た。これは、インド洋の昇温の終焉に 伴う、⻄太平洋から南シナ海にかけての高気圧性循環の弱化と整合的で

ある。これらの結果 は、熱帯低気圧活動や降水活動の季節的な変調を議論する際に、太平洋とインド洋の複合

効 果を考慮する必要性を示唆する。 
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